論文タイトル
――サブタイトル――

方言　花子
要旨：1行40字で10行程度（400字以内）とします。ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。
キーワード：キーワードは3～6個つけてください。
1．節見出し

　本文は，
1行34字，1ページ30行，13 point, 要旨・キーワード，注・引用文献は，1行40字，1ページ33行，11 pointで作成してください。図表は，9 point以上で作成してください。半角のカタカナやかぎかっこ（例：ﾆﾎﾝｺﾞ，｢｣）は使用しないでください。注の番号は右肩に小文字で付け１，注の文章は末尾に記入してください。
　原稿は，題名，氏名，要旨，キーワード，本文，図表，注，引用文献，氏名の読み・所属を含め，20ページ以内（400字詰め原稿用紙50枚以内にほぼ相当）とします。
　文献の提示は，姓名（刊行年）とし（例：東條操（1950）），引用箇所を提示する際には，姓名（刊行年：ページ）としてください（例：東條操（1950：25）東條操（1950：25-30））。ただし，欧文文献は，姓（刊行年）で表記します（例：Henderson（1950：25）Coleman（1950:25-30））。
　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ。

2．節見出し
2.1　節小見出し
2.1.1　節小見出し

　句点は「，」（日本語入力モードでの全角の「，」），読点は「。」を使用します。数字は基本的に半角（例：11）を使用します。本文中のアルファベットは基本的に半角を使用します。

3．節見出し

　節と節の間は1行あけてください。小見出しの場合も同じです。

　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

3.1　節見出し

　いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

3.1.1　節見出し

　うううううううううううううううううううううううううううううううう。
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【図1】図表は前後に空白行を入れた上で，行間に配置し，図の下，表の上に図表番号（例：【図1】【表1】）とともにキャプションを付してください。
ううううううううううううううううううううううううううううう。
注

1　注の文章は11ポイントで作成してください。引用文献を提示するのみの注は作らないでください。えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
2　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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　和文文献（筆頭著者のアイウエオ順），欧文文献（同アルファベット順），それ以外の言語による文献の順に配列してください。引用文献本文は11ポイントとします。複数行に渡る場合，2行目以降は字下げになります。
付記

　謝辞（ファンドや口頭発表の情報など）は「付記」として，引用文献の後に配置してください。ただし，副本では削除してください。
（ほうげん・はなこ　国立言語研究所教授）
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